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１．第２回河川整備学識者懇談会
における意見と河川整備計画への
反映について
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１ 各意⾒の反映状況（1）

第2回懇談会意⾒ 河川整備計画への反映状況

⽥中座⻑
浸⽔被害のリストに台⾵１９号による被害を追

加することが必要。
本⽂p.15に台⾵１９号の被害（令和元年10⽉）を追

加しました。

平吹委員
令和元年東⽇本台⾵（台⾵第19号）と平成

27年洪⽔の両者を⽐較・精査したことを加えること。

本⽂p.32に「2出⽔の検証結果により、流域平均⾬量、推
定実績流量、浸⽔被害の全てにおいて平成27年の出⽔が
上回っていたことから、平成27年関東・東北豪⾬が発⽣した
場合に想定される洪⽔においても、外⽔氾濫による浸⽔被
害を防⽌することを整備の⽬標とする」と追加しました。

伊藤委員・佐藤委員・⽵丸委員
⿂が堰をのぼりやすくする配慮が必要。

本⽂p.43に「関係機関と連携し、施設管理者に対しては
堰に⿂道整備を求めるなど」と追加しました。
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●懇談会開催⽇時 ︓ 令和２年2⽉4⽇(⽕) 10︓00〜11︓00
●開催場所 ︓ 宮城県⾃治会館 ２０５会議室



１ 各意⾒の反映状況（2）
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第2回懇談会意⾒ 河川整備計画への反映状況

平吹委員
築堤や河道掘削を⾏う際、植⽣にはどのように配

慮するか記載することが必要。
本⽂p.43に「⽚側掘削等による河岸植⽣の保全を図る」こ

とを追加しました。

⾵間副座⻑
堀込河道では，河川利⽤者の安全性確保のため
アクセスの容易さに配慮して欲しい。

本⽂p.50に「⼦どもたちや⾼齢者に配慮した⽔辺にアクセス
できるような整備を必要に応じて整備する」を追加しました。

郷古委員
河川整備を進めていく上で⽔⽥の貯留機能の活
⽤を図ることが必要。
江成委員
各⼾貯留浸透施設をグリーンインフラと考えて，街
づくりとして河川整備を⽀えるべきではないか。

本⽂p.57に「また、流域貯留施設などの流出抑制対策の
活⽤を、関係機関と調整を図りなから検討していく」を追加し
ました。

⽥中座⻑
新堰下流の堆積⼟砂は撤去が必要。

当該地点については令和２年度中の撤去を予定して
おります。



２．関係機関からの意見と整備計画へ
の反映について
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１ 各意⾒の反映状況（1）
関連機関意⾒ 河川整備計画への反映状況

仙台市建設局 環境対策課
本⽂p.23中の⽔質の中で、「平成28年度に七

北⽥橋で渇⽔の影響により環境基準を超過したも
のの・・・」のように、⾚字部分を追記してほしい。

本⽂p.23に渇⽔の影響による超過があったことを反映しまし
た。

仙台市建設局 河川課
p.30の団体名の訂正をお願いします。
誤）泉中央地区七北⽥川愛護会
正）泉中央地区七北⽥川河川愛護会
誤）仙台市管理区間（準⽤河川・花輪川）
正）仙台市管理区間（準⽤河川花輪川）

本⽂p.30に団体名の正式名称を反映しました。

仙台市建設局 防災計画課
台⾵第19 号については 「 令和元年東⽇本台

⾵ 」 と名称を定めた旨が公表されているため、反映
すべきではないか。

本⽂p.32・p.38に令和元年東⽇本台⾵を反映しました。
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１ 各意⾒の反映状況（2）
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関連機関意⾒ 河川整備計画への反映状況

宮城県 環境対策課⽔環境班
「平成10年度から継続して⽔質環境基準を満

⾜しており〜」とあるが基準値を達成していない年も
あるため、概ねなどを加えたほうが良い。

本⽂p.35、p.44に反映しました。
「平成10年度から概ね⽔質環境基準を満⾜」

仙台市建設局 環境対策課
本⽂p.44中の⽔質保全の中で、「下流河川に

濁⽔等の影響が⽣じないように⼗分に配慮する」の
直後に、「と共に、必要に応じて関係機関に⼯事の
時期・場所等の情報を周知する。」のように⾚字部
分を追記してほしい。

本⽂p.44に反映しました。

仙台市建設局 防災計画課
ハザードマップの仕様を更新していることから、修正

を依頼する。
本⽂p.54に反映しました。



２ その他意⾒への回答
関連機関意⾒ 宮城県の考え⽅

仙台市建設局 農政企画課
新たに堤防を整備することにより、堤防と河川との

間に、私有地農地が残らないようご配慮いただきた
い。

今後の設計の中で必要な堤防幅等を検討し、河川整
備に必要な範囲を具体に検討していきます。

仙台市建設局 下⽔道計画課
整備計画を進めるにあたっては、「仙台市総合的

治⽔計画」を踏まえた事業遂⾏をお願いいたします。
また、密な情報共有に努めていただくようお願い致

します。

下⽔道事業を進めるにあたっては、河川整備計画を踏まえて
実施願います。
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３．パブリックコメントの実施
及び結果について
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１ パブリックコメント 実施状況
●意⾒募集期間 ︓ 令和２年2⽉21⽇(⾦)〜令和２年3⽉23⽇(⽉)
●意⾒の提出⽅法 ︓ 郵送，電⼦メール，FAX，意⾒箱
●計画案の公表場所︓宮城県河川課，本庁県政情報センター，仙台⼟⽊事務所，

各地⽅振興事務所県政情報コーナー，仙台地⽅ダム総合事務所，
仙台市（本庁，泉区），多賀城市，河川課ホームページ

●公表資料 ︓ 七北⽥川⽔系河川整備計画（素案），概要版，対⽐表，
今後のスケジュール

県ホームページによる周知状況 意⾒箱設置状況 10

宮城県河川課

仙台⼟⽊事務所

仙台地⽅ダム
総合事務所

仙台市役所 仙台市泉区役所

多賀城市
都市計画課



２ パブリックコメント 実施結果

パブリックコメント

寄せられたご意⾒ 11

●パブリックコメントでの意⾒
1名から6件

●質問の内訳
治⽔に関するもの 4件

（環境に関するもの1件を含む）

維持管理に関するもの 1件

その他要望 １件



３ パブリックコメント 意⾒
●意⾒募集結果 1名から6件

意⾒・提⾔の内容（要旨） 宮城県の考え⽅

⾺橋上流の⽀障⽊については、私有地にある杉や
雑⽊も対象とし伐採撤去していただきたい。

河川パトロール等で堆積⼟砂や⽀障⽊の位置や量を把握し、
私有地の樹⽊が河川の流下阻害になる場合、所有者と相談
の上撤去を検討します。

私有地の河川敷も買収するなりして適正な川幅の
確保をお願いしたい。

今後、詳細設計を進め必要な堤防幅を検討し、整備を進め
ていきたいと考えております。

定期的な河川メンテナンスと環境・気象の変化によ
る想定外を意識した災害を起こさない七北⽥川の
河川整備を実施していただきたい。

河川整備計画本⽂p.34に「整備途上段階あるいは整備⽬
標を上回る洪⽔等、⾮常時に対する備えも重要であり、河川
管理施設の適正な維持管理のほか、ソフト対策として、流域
住⺠への河川情報や防災情報の提供を⾏う」と記載しており、
引き続き対応していきたいと考えております。

治水
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治水

治水



３ パブリックコメント 意⾒
●意⾒募集結果 1名から6件

意⾒・提⾔の内容（要旨） 宮城県の考え⽅

⾺橋〜病院下までのR457の⼀体的な整備（堤
防機能を備えた拡幅、嵩上げ）を要望します。
この⼀帯は私有地ではありますが、できれば川と⼀体
となった親⽔公園のような河川敷としていただきたい。

⾺橋の架替えに伴うR457の整備については仙台市で検討
していると伺っております。
親⽔性の確保については整備の際に検討することとします。

（関連︓本⽂p.45）

⾺橋上流の護岸整備を早急にお願いしたい。 今後上流区間の詳細設計を進めて、整備の優先順位を決
めていきます。

河川整備計画に関する意⾒交換の場を設けてい
ただきたい。

令和2年6⽉9⽇、10⽇、11⽇、29⽇の計４回、地域の
⽅々の意⾒を聴く会を開催し、意⾒交換させていただきました。
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治水・環境

その他要望

維持



４．地域の方々の意見を聴く会の
実施及び結果について
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１ 地域の⽅々の意⾒を聴く会 開催状況

15県ホームページによる周知状況 各地区への回覧状況

●説明内容 ︓ 河川整備計画変更の内容について
●開催周知⽅法 ︓ 宮城県河川課HP、各町内会回覧、コミュニティFM

地区ごとの開催状況
No. 開催日時 対象地区 場所

1 R2年 6月9日 根白石地区 根白石市民センター

2 R2年 6月10日 野村地区 野村コミュニティセンター

3 R2年 6月11日 実沢・小角地区 根白石市民センター

4 R2年6月29日 その他地区 仙台土木事務所

開催時間は４ヶ所共に18時〜19時



２ 地域の⽅々の意⾒を聴く会 開催結果
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地区 参加⼈数
根⽩⽯地区 23名
野村地区 11名

実沢・⼩⾓地区 7名
その他地区 0名

合計 41名
根⽩⽯地区での開催状況

実沢・⼩⾓地区での開催状況野村地区での開催状況



３ 地域の⽅々の意⾒を聴く会 意⾒（1）
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●意⾒を聴く会での意⾒
意⾒・要望の内容（要旨） 宮城県の考え⽅

整備の優先順位は決まっているのか。
基本的に下流から上流に向かっての整備が基本です

が、現況の流下能⼒を評価した上で整備の優先順位
を決めていくこととなります。

整備⽅法として、サイホンで放流するなどは考
えられないか。

河川計画の策定にあたっては、放⽔路などの治⽔施
設や、堤防築堤や河道掘削など各種組み合わせにより
事業費を⽐較しており、今回の堤防築堤と河道掘削が
安価であったことから、整備内容として採⽤しております。

蛇⾏している区間を直線的にすることは考え
られないか。

河川の線形については、沿川の⼟地利⽤状況や、河
川の縦断勾配、事業費、動植物の保全や多様性など
から検討しており、現況の線形を尊重しながら堤防を整
備し、河道を広げることが妥当だと判断しております。

新堰下流の堆積⼟砂を撤去してほしい。 令和２年度中の撤去を計画しております。

治水

治水

治水

維持管理



３ 地域の⽅々の意⾒を聴く会 意⾒（2）
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●意⾒を聴く会での意⾒
意⾒・提⾔の内容（要旨） 宮城県の考え⽅

堆積⼟砂や⽀障⽊の撤去をお願いしたい。
河川パトロール等で堆積⼟砂や⽀障⽊の位置や量を

把握し、随時実施していきたいと考えています。
（関連︓本⽂p.36）

4年の間に⼆度も浸⽔する状況となったが気
象は変化しているのか。

平成以降、短時間豪⾬が増加しており、平成27年
関東・東北豪⾬や令和元年東⽇本台⾵でこれまでの
観測記録を更新しています。
河川整備の⽬標は、平成27年と令和元年の２出⽔

の検証により、平成27年の出⽔が上回っていたことから、
平成27年9⽉の降⾬が発⽣した場合に想定される洪
⽔においても、外⽔氾濫による浸⽔被害を防⽌すること
としております。

（関連︓本⽂p.32）

河川区域をはじめに決める必要があるのでは
ないのか。

今後の設計の中で必要な堤防幅等を検討し、河川
整備に必要な範囲を具体に検討していきます。

その他

維持管理

その他



３ 地域の⽅々の意⾒を聴く会 意⾒（3）
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●意⾒を聴く会での意⾒
意⾒・提⾔の内容（要旨） 宮城県の考え⽅

⼯事に着⼿するのはいつからか。
今後、測量や設計を進め、着⼿できる区間や時期を

検討していきます。堆積⼟砂や⽀障⽊の撤去について
は、今年度引き続き対応してまいります。なお、新堰下
流の⼟砂撤去は今年度中に対応を予定しております。その他



ご清聴ありがとうございました
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